








○ 最近数万年間の活動中心は山頂溶岩ドーム付近

○ 噴火活動の規模と様式
● 小規模な水蒸気噴火 頻度:１/数10年

→ 降下火砕物（噴石・火山灰の火口近傍での降下）

● やや水蒸規模の大きい水蒸気噴火 頻度:約 1/100 年

→ 降下火砕物（噴石・火山灰の火口周辺での降下）

● マグマ噴火 ：頻度: 約 1/1000 年

→ 降下火砕物（噴石・火山灰の広域での降下）

溶岩流、火砕流

融雪型泥流（積雪期に火砕流の発生に伴い）

● 大規模マグマ噴火：頻度: 約 １/10,000 年

→ 噴出物はマグマ噴火に準ずるが規模がより大きい

ブルカノ式の爆発型マグマ噴火になることが多い

○ 噴火活動の経過
小規模な水蒸気噴火で開始し、マグマ噴火に移行する。
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1408～1410年噴火活動（VEI4）

那須岳火山の噴火活動 （実績からの整理）





○火山防災マップ・防災ハンドブック
平成１４年３月 作成

平成２２年３月 改定

平成２６年４月 改定

○噴火警戒レベル
平成２１年３月３１日 気象庁 運用開始

令和元年７月２６日 改定

那須岳火山で実施したおもな火山防災対策

○那須岳火山防災協議会で実施訓練 一覧
年度 年月日 訓練名 協力機関

1 平成１８年度
平成18年12月21日 那須岳火山噴火を想定した図上型防災訓練『消防庁「地方公共団体の地

震防災訓練（図上型訓練）実施要領モデル作成調査研究事業」』
消防庁

平成18年12月22日

2 平成２０年度 平成21年2月20日 情報伝達訓練

3 平成２１年度 平成22年2月18日 情報伝達訓練

4 平成２５年度 平成25年10月28日 那須岳火山噴火に伴う土砂災害を想定した合同防災実動訓練

5 平成２６年度 平成27年1月28日 那須岳火山噴火及び噴火に伴う土砂災害を想定した合同実動訓練 関東地方整備局 日光砂防事務所

6 平成２７年度 平成27年11月5日 那須岳火山防災合同訓練（図上訓練及び実動訓練） 関東地方整備局 日光砂防事務所

7 平成２８年度 平成29年1月31日 那須岳火山防災合同訓練（入山規制訓練・避難訓練） 関東地方整備局 日光砂防事務所

8 平成２９年度 平成30年1月30日 那須岳火山防災合同訓練（模擬訓練・入山規制訓練・避難訓練） 関東地方整備局 日光砂防事務所

9 平成３０年度 平成31年1月29日 那須岳火山防災合同訓練（防災行動訓練） 関東地方整備局 日光砂防事務所

10 令和元年度 平成32年2月26日 情報発信・情報収集・情報共有訓練 防災科学技術研究所

○内閣府による避難計画の検討支援事業
年度 年月日 支援名 協力機関

1 平成３０年度 年３回 突発的な噴火対応等に関する避難計画の検討 内閣府

○那須岳の噴火活動が活発化した場合の避難計画
年度 支援名

1 平成２８年７月作成
噴火活動が活発化した場合の避難計画

2 令和元年７月改定 避難小屋 屋根改修工事（H29‐H30） 7

火山防災協議会の開催状況



























那須岳地域での避難計画や避難体制のあり方

那須岳は、発生頻度の高い小規模水蒸気噴火、頻度がやや低い中規模マグマ噴火、頻
度がかなり低い大規模マグマ噴火の履歴をもつ活火山である。

噴火時の加害事象としては、降下火砕物、火砕流、溶岩、融雪型火山泥流である。

那須岳周辺地域は首都圏近傍に位置するため年間数百万人の観光客が訪れ、しかも
山頂へのアクセスがよいため多くの登山客・観光客が山頂付近を訪れる。

那須岳地域は、温泉湧出地を中心として住宅、宿泊施設、公共施設が密集して分布す
る地域があり、その周辺に大型レジャー施設や別荘地が分布し、これらを反映してかなり
偏った交通網となっている。

1．噴火イベントツリー・シナリオを活用することで、発生する噴火加害事象から地域住民や
非定住民を迅速に安全な避難できるような確率的な防災対応の検討をすすめる。

2．火山災害のリスク評価結果を検証して、減災効果の高い防災対応が実現されるソフト
的・ハード的防災体制を実現する。

3．自治体、防災関係機関、火山防災協議会などの連携により、防災力のある中・長期的
な社会インフラ整備をすすめる。

○ 那須岳地域がもつ自然環境・社会環境

○ 那須岳地域で求められる火山防災（避難計画や避難体制）
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